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　１月２日に「コミュニティプラザ・パラボ」
の初売、同 4日には当所の新年交礼会が開催さ
れました。令和初めてのこれら恒例行事は、新
年に期待を寄せる市民各層で賑わいました。

●令和初の新年交礼会に約500人出席
●舛川会頭・新年のごあいさつ
●６部会の新しい正副部会長選任
●常設５委員会新しい委員長「抱負」
●セミナー抄録
●確定申告にあわせた記帳税務指導
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当
所
の
令
和
２
年
新
年
交
礼
会
が
１
月
４

日
、
当
所
関
係
者
を
は
じ
め
、
行
政
や
政
界

な
ど
か
ら
昨
年
並
み
の
約
５
０
０
人
が
出
席

し
て
、北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

舛
川
誠
会
頭
は
式
辞
の
冒
頭
、
昨
秋
の
第

14
代
会
頭
就
任
に
関
し
て
「
歴
代
会
頭
が

築
か
れ
て
き
た
北
見
商
工
会
議
所
の
歴
史

と
伝
統
を
守
り
つ
つ
決
断
と
行
動
力
で
オ

ホ
ー
ツ
ク
・
北
見
の
地
域
経
済
の
基
盤
を

し
っ
か
り
と
築
き
上
げ
る
こ
と
に
邁
進
し

て
参
り
ま
す
」
と
決
意
を
披
露
。
こ
の
あ
と
、

諸
課
題
や
事
業
に
対
す
る
考
え
や
計
画
な

ど
を
示
し
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
中
・
高
校
生
・
専
門

学
校
生
等
の
地
元
企
業
見
学
会
の
実
施
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
就
職
相
談
・
情
報

提
供
、
国
家
試
験
「
情
報
処
理
技
術
者
試
験
」

の
実
施
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。

　

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
を
含
む
中
央
大
通

り
沿
道
地
区
の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

計
画
通
り
今
年
６
月
の
概
算
要
望
が
可
能
と

な
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
。

今
年
当
所
が
創
立
80
周
年
を
迎
え
る
の
に

際
し
、「
会
員
、
市
民
、
関
係
者
の
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
」
と
感
謝
。

「
商
工
会
議
所
本
来
の
役
割
の
強
化
・
充
実

を
図
り
、
行
政
・
各
関
係
機
関
と
連
携
し
地

域
に
お
け
る
商
工
業
の
総
合
的
な
発
展
と
社

令
和
初
の
新
年
交
礼
会

年
頭
あ
い
さ
つ 

交
わ
し
交
流
図
る

税理士　井 内 敏 樹
税理士　西 村 純 一
税理士　佐 藤 艮 一

式辞を述べる舛川会頭



北見商工会議所報 第　　号2 144

会
一
般
の
福
祉
増
進
に
も
貢
献
し
て
参
り
ま

す
。
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
と
な
る
本
年
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
新
年
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
（
式
辞
の

概
要
は
本
紙
３
頁
に
掲
載
）。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
武
部
新
衆
議
院
議

員
と
辻
直
孝
市
長
が
「
年
賀
の
辞
」
を
述
べ
、

と
も
に
多
発
す
る
災
害
の
対
応
や
東
京
五

輪
の
開
催
、
正
念
場
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ
北
海

道
問
題
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。

　

武
部
衆
議
院
議
員
は
、「
商
工
会
議
所
の

中
小
企
業
の
方
々
が
日
本
経
済
の
原
動
力
。

そ
ん
な
皆
さ
ま
方
を
し
っ
か
り
支
え
て
い

き
ま
す
。
希
望
を
も
っ
て
元
気
に
素
晴
ら

し
い
地
域
を
築
く
と
い
う
思
い
を
一
緒
に

持
ち
な
が
ら
、
今
年
１
年
し
っ
か
り
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」。

　

辻
市
長
は
、「
こ
の
地
域
の
底
力
を
損
な

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
防
災
・
減
災
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
、
安
全
安
心
な
北
見
・
地
域

と
思
わ
れ
る
よ
う
、
い
つ
ま
で
も
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組
み
を
進
め

た
い
」な
ど
と
新
年
の
抱
負
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
鏡
開
き
が
道
議
会
議
員
、

官
公
庁
・
商
工
・
農
業
・
漁
業
団
体
の
代

表
ら
15
人
で
威
勢
良
く
行
わ
れ
、
高
橋
克

博
市
議
会
議
長
の
音
頭
で
祝
杯
・
祝
宴
へ
。

出
席
者
は
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、

会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
新
年
へ
の

思
い
や
期
待
感
が
あ
ふ
れ
る
中
、
北
見
青

年
会
議
所
の
堀
江
雄
介
理
事
長
の
音
頭
に

よ
る
手
締
め
で
閉
会
し
ま
し
た
。

（
担
当 

総
務
部
）

施設警備／巡回警備
交通誘導警備／駐車場警備／イベント警備

INTEGRITY×KINDNESS×HAPPIESS

～安全と信頼を地域へ～

各界代表15人による鏡開き

年賀の辞を述べる武部衆議院議員、辻市長、祝杯の音頭をとる高橋議長、祝締めの音頭をとる堀江ＪＣ理事長（左から）
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新年のごあいさつ
北見商工会議所会頭　舛川 誠

子年議員　  抱負を語る

　今年、当社は創業 75 周年。お客さまや地元に感謝しながら、
80 周年に向けて趣味の山登りで体力づくりや健康管理を意識
し頑張っていきたい。53 歳から始めた山登り。相棒の長女・
次女は持久力抜群。昨年は利尻岳に登りましたが、今年は羊
蹄山に挑戦したいと思っています。

　自動車業界は、電動化と自動化で 100 年に一度の変革期を
迎えております。当社は創立から半世紀ほど経ちますが、こ
れからの 50 年に向けて、自動車の販売と整備を通じて、皆さ
まに愛され続ける会社を目指して歩んでいきたいと思います。
これからも変わらぬご愛顧、よろしくお願い申し上げます。

  創業80周年に向けて
　中村 雅俊さん （昭和35年生まれ）　〈常議員・㈱中村陶苑社長〉

  業界の変革期、愛され続ける会社へ
　平木 郁夫さん （昭和35年生まれ） 〈議員・北見日産自動車㈱社長〉

　

令
和
２
年
の
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
役
員
改

選
で
第
14
代
会
頭
に
推

挙
さ
れ
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
歴

代
会
頭
の
築
か
れ
た
歴

史
と
伝
統
を
〝
ち
か
ら
〟

と
し
、
決
断
と
行
動
力

で
地
域
経
済
の
基
盤
づ

く
り
に
貢
献
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
地
域
で
は
労
働
力

流
出
に
加
え
、
高
齢

化
・
後
継
者
難
で
休
廃

業
す
る
企
業
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
技
術
の
伝

承
や
世
代
交
代
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
北
見
市
の
将
来
に
向
け

て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
深
刻
化

が
予
測
さ
れ
る
「
人
手
不
足
対
策
」
で
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
商
工
会
議
所
協
議
会
と
し
て

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
や
札
幌
で
の
企
業
説

明
会
、
昨
年
初
の
首
都
圏
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相

談
会
に
加
え
、
本
年
は
新
た
に
中
高
校
生
・

専
門
学
校
生
の
地
元
企
業
見
学
会
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
就
職
相
談
、
外
国
人
材
受

入
団
体
を
通
じ
た
情
報
提
供
な
ど
取
り
組

み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」、「
生
産
性
向
上
」
へ
の

取
組
み
で
は
法
制
度
の
説
明
会
等
を
通
じ

経
営
者
の
「
気
づ
き
」
を
促
す
と
と
も
に

Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
経
営
改
善
へ
の

活
用
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

本
年
よ
り
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
知
識
や
技
能
レ

ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家
試
験
「
情
報
処
理

技
術
者
試
験
」
を
当
所
が
受
託
し
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
で
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。「
事

業
承
継
対
策
」
で
は
意
向
調
査
や
事
業
所

訪
問
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
事
業
承
継

の
専
門
家
等
と
連
携
し
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

東
京
五
輪
以
降
も
北
海
道
で
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
、
広
域
や
農

商
工
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
や
地
域
資
源

活
用
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
観
光
を

推
進
す
る
上
で
も
、
貨
物
輸
送
に
お
い
て

も
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
重
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

石
北
本
線
は
地
域
公
共
交
通
の
柱
で
あ
り
、

定
時
性
・
大
量
性
に
優
れ
た
鉄
路
の
維
持

存
続
に
向
け
た
要
請
活
動
を
継
続
し
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
空
港
民
営
化
に
よ
る
女

満
別
空
港
に
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
路
線
誘
致
等
に
よ
っ

て
地
域
活
性
化
に
期
待
し
て
お
り
、
鉄
路
・

空
路
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
等
の
２
次
交
通

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

北
見
市
の
都
市
再
生
整
備
計
画
で
は
、

市
庁
舎
が
本
年
９
月
に
完
成
し
２
拠
点
ゾ
ー

ン
整
備
が
完
了
。
残
る
１
軸
・
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
を
含
む
中
央
大
通
り
沿
道
地
区
の

再
開
発
事
業
で
は
、
昨
年
の
総
会
で
地
権

者
と
し
て
参
画
が
承
認
さ
れ
、
現
在
、
実

施
主
体
が
整
備
計
画
の
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。

本
年
６
月
の
概
算
要
望
に
向
け
関
係
機
関

と
の
連
携
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

令
和
時
代
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
安

定
感
や
安
心
感
の
視
点
を
大
切
に
、
ベ
ス

ト
を
求
め
て
歩
み
が
止
ま
る
の
な
ら
ば
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
ベ
タ
ー
な
も
の
を
目

指
し
前
に
進
む
こ
と
も
大
事
。
地
域
間
競

争
に
勝
ち
残
る
に
は
短
期
的
に
は
「
具
体
性
」、

中
期
的
に
は
「
実
効
性
」、
長
期
的
に
は
「
先

見
性
」
を
有
す
る
知
見
の
多
寡
が
重
要
で
す
。

　

創
立
80
周
年
を
迎
え
る
本
年
、
商
工
会

議
所
本
来
の
役
割
の
強
化
・
充
実
を
図
り
、

地
域
商
工
業
の
総
合
的
な
発
展
と
社
会
一

般
の
福
祉
増
進
に
も
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
令
和
２
年
新
年
交
礼
会
式
辞
抜
粋
）

当
所
創
立
80
周
年
・
少
子
高
齢
化
時
代
、
知
恵
出
し
合
い
前
進
へ
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ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室

　
　
主
婦
ら
12
人
が
手
作
り

11回目「きたみde婚カツ」
3組のカップル誕生

　

当
所
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
11
月
に

首
都
圏
商
店
街
で
の
テ
ス
ト
販
売
の
支
援

を
「
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
」

と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
戸
越
銀
座
商
店
街
の
「
地

域
起
点
シ
ョ
ッ
プ
こ
こ
か
ら
」
で
の
商
品

販
売
を
通
じ
、
首
都
圏
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
一
層
の
商
品
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
前
年
度
に
実
績
の
あ
る
㈱
ツ
ム

ラ
、
㈲
香
遊
生
活
ほ
か
、
新
規
の
㈲
八
仙

閣
（
や
み
つ
き
調
味
料
オ
ホ
ー
ツ
ク
三
大
醤
）

　

当
所
・
き
た
み
de
街
コ
ン
実
行
委
員
会
の

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
」
が
11
月
30

日
、
ま
ち
ん
な
か
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
10
で
実
施
さ
れ

北見の商品が並んだコーナー

な
ど
が
出
品
し
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
特
産
品
を
販
売
す
る
中
で
、

北
見
の
商
品
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
良
質
な
素

材
や
専
門
店
と
し
て
の
評
価
が
高
く
、
試
食

品
を
提
供
し
な
が
ら
の
販
売
で
、
売
上
げ
を

伸
ば
す
商
品
も
あ
り
ま
し
た
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

主
催
に
よ
る
11
回
目
と
な
る
「
き
た
み
de
婚

カ
ツ
」（
婚
活
事
業
）
が
12
月
22
日
、
ホ
テ

ル
黒
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
独
身
者
の
出
会
い
の
場
の
提

供
と
定
住
促
進
を
目
的
に
平
成
25
年
か
ら
開

始
し
８
組
が
成
婚
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
を
中
心
に
遠
く
は
札
幌
か
ら

男
女
39
人
が
参
加
。
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
の

中
、
１
対
１
の
自
己
紹
介
に
続
き
、
飲
食
を

と
も
に
し
、
緊
張
感
も
や
わ
ら
ぎ
次
第
に
和

気
あ
い
あ
い
と
交
流
。
成
立
カ
ッ
プ
ル
は
３

組
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
者

が
連
絡
先
の
交
換
な
ど
、
こ
の
出
会
い
を
大

切
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
次
回
の
婚
カ
ツ

は
２
月
11
日
（
同
封
チ
ラ
シ
参
照
）
に
予
定

し
て
い
ま
す
。　　
　
　
（
担
当　

武
田 

卓
）

ま
し
た
＝

写
真
＝
。

　

こ
の
時

期
、
恒
例

の
同
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
10
を

会
場
と
し

た
行
事
。

今
年
の
参

加
者
は
12
人
、
う
ち
半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と

い
う
定
着
ぶ
り
。

　

市
内
の
主
婦
ら
が
講
師
の
宇
田
川
三
紀
子

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
地
場
産
ト
ド

マ
ツ
の
葉
を
ベ
ー
ス
に
、
松
か
さ
や
ツ
ル
バ

ラ
、
リ
ボ
ン
を
飾
り
つ
け
た
リ
ー
ス
を
１
時

間
ほ
ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

手
作
り
と
あ
っ
て
、
か
た
ち
や
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
１
つ
１
つ
微
妙
に
違
い
、
愛
着
の
持
て

る
も
の
に
仕
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ド
マ
ツ
の
鮮
や
か
な
緑
色
と
、

さ
わ
や
か
な
香
り
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
ま
し
た
。（

担
当　

安
藤 

辰
徳
）



5北見商工会議所報 第　　号144

議
員
改
選
後
の
初
の
部
会
で

　
　
　
新
し
い
正
副
部
会
長
を
選
任

議
員
改
選
後
、
初
の
部
会
が
12
月
中
旬

（
建
設
業
部
会
11
日
、
運
輸
車
輌
部
会
12
日
、

理
財
部
会
、
商
業
部
会
13
日
、
サ
ー
ビ
ス

業
部
会
、
工
業
部
会
16
日
）
に
開
か
れ
、

正
副
部
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

各
部
会
で
は
、
役
員
選
任
の
ほ
か
、
事
業

継
続
力
強
化
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
制
度
の
概
要

に
つ
い
て
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
か

ら
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
事
務
局
が
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
事
業
（
温
暖
化
対
策
に
資
す
る

あ
ら
ゆ
る
「
賢
い
選
択
」
を
促
す
国
民
運
動
）

に
関
連
し
、
本
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
」
の
推
進
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
ま
し
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
消
費
が
少

な
く
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
つ
な
が
る

環
境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し
た
自
動
車
利

用
の
こ
と
。

こ
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
、

貼
付
を
依
頼
し
ま
し
た
。

６
部
会
の
新
部
会
長
、
副
部
会
長
は
以

下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

［
商
業
部
会
］
▼
部
会
長　

海
田
有
一

▼
副
部
会
長　

大
川
正
勝
、
荒
井
勉
、
佐

藤
慎
也
、
渡
部
徳
章

［
工
業
部
会
］
▼
部
会
長　

中
村
寿
志

▼
副
部
会
長　

永
田
裕
一
、
西
嘉
隆
、
亀

井
滋［

建
設
業
部
会
］
▼
部
会
長　

五
十
嵐

龍
▼
副
部
会
長　

佐
々
木
敏
行
、
山
腰
俊

司
、
佐
藤
洋
二
、
松
井
順
仁
、
小
原
誠
、

小
泉
勝
裕
、
岡
村
金
司
、
鴨
下
辰
哉

［
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
］
▼
部
会
長　

安

部
彰
人
▼
副
部
会
長　

杉
田
英
寿
、
柏
尾

典
秀［

運
輸
車
輌
部
会
］
▼
部
会
長　

主
藤

雅
裕
▼
副
部
会
長　

平
木
郁
夫
、
堂
田
佳

裕
、
京
塚
啓
司
、
山
村
敏
之

［
理
財
部
会
」
▼
部
会
長　

石
輪
信
幸

▼
副
部
会
長　

鈴
木
誠
、
中
川
敦
司
、
近

江
強
、
阪
田
裕　
　

  （
担
当　

酒
井 

正
則
）

議員改選後初のサービス業部会

当
所
議
員
会
の
令
和
２
年
度
定

例
会
員
総
会
が
12
月
２
日
、
ホ
テ

ル
黒
部
で
開
か
れ
、
同
元
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
、
同
２
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。令

和
２
年
度
の
事
業
計
画
に
は
、

例
年
同
様
に
、
研
修
事
業
（
産
業

視
察
研
修
会
、
施
設
見
学
会
）、

同
好
会
事
業
（
ゴ
ル
フ
、
麻
雀
、

釣
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）、
親
睦

事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。令

和
元
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

長
崎
県
産
業
（
歴
史
）
視
察
・
近

隣
視
察
研
修
、
同
好
会
活
動
と
し

て
、
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
３
回
）、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
２
回
）、

魚
釣
大
会
（
２
回
）、
親
睦
麻
雀

大
会
な
ど
の
開
催
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

任
期
は
令
和
４
年
10
月
末
ま
で
。

▼
会
長　

阪
田
裕
（
新
）
▼
副
会
長　

坂
井
浩
（
新
）、
松
原
英
行
（
同
）
▼
幹
事

長　

堂
田
佳
裕
（
新
）
▼
副
幹
事
長　

佐
々

木
敏
行
▼
幹
事　

荒
井
勉
、
大
川
正
勝
、

小
原
誠
、
亀
井
滋
（
新
）、
斉
藤
由
弘
（
同
）、

酒
井
士
登
美
、
高
橋
廣
志
（
新
）、
西
嘉
隆

（
新
）、
山
腰
俊
司
、
渡
部
徳
章
（
新
）
▼

監
事　

小
澤
實
之
郎
、
黒
部
哲
哉

（
担
当　

酒
井 

正
則
）

議員会総会 新会長に阪田裕氏
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　昨年当所が参画を決めた中央大通沿道地区再開発事業を円滑に推
進する役割を果たしたい。当委員会では今後、提示される事業内容
を協議することになりますが、委員の意見を集約しながら事業が中
心市街地活性化に向け期待のもてるものにしていきたい。委員会と
して対応を急ぐ場面も想定されます。ご協力をお願いいたします。

　定年後の再雇用制度について実態調査を検討したい。給与体系、
勤務時間、役職、公的機関の補助制度などの情報を共有し、人手不
足の対応の一助にできればと思います。また、個々の事業所単位で
はなく、オホーツク全体をくくりにしたネットを活用した販売促進
の手法・仕組みを探っていきたい。

　交通観光委員長を皆さまのお知恵やお力添えを賜り努めさせてい
ただきます。当委員会は、北見地域の観光振興・交流人口の拡大に
ついての検討、当地域の道路・運輸・公共交通の諸問題の調査及び
検討と対策にあたって参ります。また、関係する情報の収集、他委
員会との連携も図りながら課題に取り組んでいきたい。

　税制改正を会員の皆さまに利点・対策も含めて分かりやすく伝え
る工夫をしていきたい。合同企業説明会とあわせて、オホーツク全
体の魅力を理解しでもらえる仕掛け・仕組みをつくり積極的に発信
すべきだと思います。所管事項について委員が企画段階から関わり、
情報を共有、時代に合わせていく必要もあります。

　当委員会の特に重要な所管事項は会員拡大。会員数が減少傾向に
あり、組織基盤が弱体化しかねない現状にあります。会員増強に向
けた関係情報の提供のあり方など、工夫しながら具体的な対応を検
討してきたいと思いますので、会員の皆さまのご協力をよろしくお
願いいたします。

都市振興委員会
山腰 俊司 委員長

中小企業委員会
坂口 政義 委員長

交通観光委員会
坂井 浩 委員長

税務労政委員会
主藤 隆臣 委員長

総務委員会
阪田 裕 委員長

常設委員会 　新委員長「抱負」
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身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ニ
ア
起
業
を
果
た
す
に
は

簿
記・決
算
ま
で
の
流
れ
学
ぶ

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

in
北
見
」（
11
／
11
）
で
は
、
外
国
人
通
訳

ら
講
師
４
人
に
よ
る
講
話
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
り
、
受
講
者
36
人
が
お
も
て
な
し
ス

キ
ル
を
磨
き
ま
し
た
。

　

当
所
、（
公
社
）
北
海
道
観
光
振
興
機
構

の
主
催
、
北
見
市
、　
（
一
社
）
北
見
市
観
光

協
会
の
共
催
で
、
北
海
道
観
光
振
興
機
構
観

光
人
材
育
成
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
「
外
国
語
が
で
き
な
く
て
も
身

ぶ
り
手
ぶ
り
、
表
情
で
伝
わ
る
も
の
で
す
。

諦
め
な
い
で
伝
え
合
う
こ
と
が
大
切
」「
道

案
内
は
一
気
に
説
明
し
が
ち
で
す
が
、
相
手

の
理
解
を
踏
ま
え
て
区
切
っ
て
す
る
こ
と
」

な
ど
と
助
言
。

　

ま
た
、
性
能
が
向
上
し
、
種
類
が
増
え
て

い
る
翻
訳
ア
プ
リ
や
、
指
さ
し
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
も
勧
め
て
い
ま

し
た
。

　

受
講
者
は
、
講
話
で
外
国
人
に
対
す
る
接

遇
の
ポ
イ
ン
ト
に
理
解
を
深
め
た
あ
と
、
６

グ
ル
ー
プ
で
北
見
で
お
勧
め
の
「
食
べ
物
」

な
ど
を
外
国
人
に
紹
介
す
る
方
法
を
話
し
合

い
、
外
国
人
講
師
を
相
手
に
実
践
。「
厳
寒

の
焼
肉
ま
つ
り
」
な
ど
説
明
が
難
し
い
北
見

な
ら
で
は
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
。　　
　
　
（
担
当　

大
野 
縁
）

　
「
シ
ニ
ア
向
け
起
業
セ
ミ
ナ
ー
」（
11
／

11
・
12
）
は
、
当
所
中
小
企
業
相
談
所
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
産
学
官
融
合
セ
ン
タ
ー
、
北
見
市

の
主
催
・
共
催
に
よ
り
初
め
て
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

インバウンドおもてなしセミナー

シニア向け起業セミナー　

中小企業のためのＢＣＰ策定セミナー

　

講
師
は
中
小
企
業
診
断
士
の
原
口
勝
全
氏

（
㈱
原
口
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス

社
長
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

受
講
者
６
人
は
、
１
日
目
に
原
口
さ
ん
か

ら
シ
ニ
ア
起
業
の
現
況
や
起
業
の
基
礎
を
学

習
。
２
日
目
は
創
業
支
援
機
関
に
よ
る
支

援
概
要
の
説
明
に
続
き
、
58
歳
男
性
に
よ
る

市
内
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
の
起
業
を
想

定
し
、
強
み
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
出
店
場
所
、

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
自
身

の
起
業
の
考
え
や
構
想
の
具
体
化
の
参
考
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。 （
担
当　

池
田 

嘉
孝
）

　

当
所
中
小
企
業
相
談
所
、（
公
社
）
北
見

地
方
法
人
会
北
見
支
部
な
ど
主
催
の
「
複
式

簿
記
講
習
会
決
算
編
」
が
11
月
19
日
か
ら
３

	
	

セ
ミ
ナ
ー　
抄　
録



北見商工会議所報 第　　号8 144

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
平
時
か
ら
経
営
に
役
立
て
る

〈オホーツク産学官融合センター〉
相談（窓口・専門家・知的財産）無料
　当所が運営しているオホーツク
産学官融合センター（柏陽町・北
見工大社会連携推進センター１階）
では、窓口相談や専門家による相
談、併設の北海道知財情報センター
北見サテライト（テレビ会議シス
テム）による特許・商標など知的
財産に関わる相談に応じています。
　また、移動個別相談会を毎週水
曜日、北見経済センターで行って
います（予約制）。各種相談は無
料。お問い合わせは同センタ（℡
57 ‐ 5677）へ。

（担当　池田 嘉孝）

〈知財に関する無料相談会〉
次回は1月30日 要予約

　当所と一般社団法人北海道発明
協会共催の「知財に関する無料相
談会」が11月28日、北見経済セ
ンターで開かれ、２件の相談（商
標、実用新案）がありました。次
回は1月30日（要予約）に予定。
お気軽にご相談ください（TEL23-
4111）。　　　（担当　古川 佳佑）

〈中小企業総合支援センター〉
無 料 相 談

　当所内に設置されている公益財
団法人北海道中小企業総合支援セ
ンターオホーツク支部では、職員
２名（うち１名非常勤）体制で中
小企業・小規模事業者の様々な経
営課題に係る相談に応じています

（無料）。問い合わせは同オホーツ
ク支部（℡31 ‐ 1123）へ

日
間
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
受

講
者
約
８
人
が
税
理
士
の
江
澤
昭
さ
ん
か
ら

青
色
申
告
会
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
決
算
ま

で
の
流
れ
に
つ
い
て
、
演
習
を
交
え
て
学
び

ま
し
た
。　　
　
　
　
（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

　

当
所
主
催
の
「
中
小
企
業
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
力
強
化
計
画
）
策
定
セ
ミ

ナ
ー
」（
11
／
27
、
伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
）
で
は
、
内
閣
府
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
中
小
企
業
庁
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
運
用
指
針
の
作
成
専
門
員
を
務
め
た

髙
橋
孝
一
さ
ん
（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
㈱
首
席
フ
ェ
ロ
ー
）
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
単
に
災
害
対
応
の
備
え
で
は

な
く
、
日
ご
ろ
の
経
営
改
善
、
事
業
承
継
の

一
環
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
。

　

受
講
者
約
30
人
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要
や
必

要
性
、「
儲
け
る
」「
役
立
つ
」「
誇
れ
る
」

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
活
用
事
例
な
ど
に
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
実
際
に
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
運
用
指
針
」（
入
門
コ
ー
ス
）
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
髙
橋
さ
ん
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認
定
企

業
へ
の
税
制
措
置
、
金
融
支
援
、
補
助
金
に

係
る
優
遇
措
置
な
ど
も
解
説
。
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
利
点
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
勧

め
て
い
ま
し
た
。　　
（
担
当　

後
藤 

達
哉
）
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（
一
社
）
日
本
珠
算
連
盟

（
日
珠
連
）
第
１
２
７
回
段

位
認
定
試
験
（
令
和
元
・

10
）
の
当
所
受
験
分
で
、

訓
子
府
町
の
宍
戸
杏
実
さ

ん
（
16
）
が
暗
算
10
段
に

合
格
。
当
所
（
オ
ホ
ー
ツ

ク
）
管
内
初
の
暗
算
10
段

取
得
者
で
す
。

　

宍
戸
さ
ん
は
小
学
１
年
生
か
ら
北
見
市

の
飯
田
珠
算
研
究
所
で
珠
算
を
学
習
。
当

初
は
練
習
や
大
会
で
泣
き
出
す
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
陸
上
競
技
や
ピ
ア
ノ
の

け
い
こ
を
や
め
珠
算
に
集
中
し
段
位
取
得

の
レ
ベ
ル
へ
。
平
成
27
年
に
（
公
社
）
全

国
珠
算
教
育
連
盟
の
暗
算
10
段
、
29
年
に

同
珠
算
10
段
に
合
格
。
日
珠
連
の
段
位
認

定
試
験
は
27
年
か
ら
受
験
し
、
今
回
の
挑

戦
で
最
高
位
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

９
月
以
降
は
一
日
３
時
間
の
練
習
を
重

ね
て
い
ま
し
た
が
、「
合
格
で
き
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
」
と
宍
戸
さ
ん
。

　

次
の
目
標
の
１
つ
は
日
珠
連
の
珠
算
10

段
（
７
段
取
得
）。
北
見
北
斗
高
一
年
生
で
、

志
望
大
学
は
未
定
で
も
珠
算
に
つ
い
て
は

「
楽
し
い
の
で
、
ず
っ
と
続
け
た
い
」
と
大

き
な
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。（
大
野 

縁
）

宍
戸
さ
ん 

暗
算
10
段
に
合
格

日
珠
連・当
所
受
験
分・オ
ホ
ー
ツ
ク
初

　青年部の11月16日の例会では、4・8月に続き、北
見観光をテーマ（完結編）に、その集大成として設
定した2つの市内周遊ルート（端野・常呂、北見・温
根湯）のバスツアーを会員44人の参加により実施し
ました＝写真＝。
　ところ遺跡、森未来ファーム、ハッカ記念館、玉
ねぎ集出荷施設、北の大地の水族館などの観光ス
ポットを巡り、各施設長らから情報を収集しまし
た。
　このあと、参加者は、北見ピアソンホテル瀋陽飯
店で、北見の食を味わいながら同ツアーの振り返りとともに、北見の魅力に
ついて意見交換しました。 （担当　武田 卓）

　女性会の11月18日の例会では、きたみらい農協
が西相内に新設した国内最大級の「玉ねぎ集出荷施
設」を見学しました=写真=。
　同組合のタマネギ生産量は約26万㌧（道内約
40％、国内約20％）で、北見地方は日本一のタマネ
ギの産地。この施設は鉄骨造・一部２階建て延べ1万
4,700平方㍍で、令和元年６月に完成し、同年度産玉
ねぎ選果作業が８月から始まりました。
　会員22人は、最新の施設概要や生産状況の説明を
受け、作業員や機器による選果ラインを経て段ボー
ル箱に入るまでの工程を間近にし、タマネギの一大産地北見を再認識してい
たようです。 （担当　池亀 由基）

〈青年部例会〉 「北見市観光完結編！」で北見周遊ツアー

〈女性会例会〉 国内最大級のタマネギ集出荷施設見学

暗算10段に合格し笑顔の宍戸さん
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北
見
青
色
申
告

会
で
は
、
令
和
元

年
分
確
定
申
告
期

に
あ
わ
せ
記
帳
・

税
務
指
導
を
１
月

中
旬
か
ら
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
、
１
月

10
・
27
日
、
２
月

10
・
19
・
26
日
、

３
月
（
未
定
）
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
ご

希
望
の
方
は
帳
簿
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

同
会
の
会
員
、
一
般
個
人
事
業
者
を
対

象
に
例
年
行
っ
て
い
る
同
指
導
。
同
会
の

記
帳
協
力
員
と
、
当
所
の
経
営
指
導
員
・

補
助
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
（
受
動
喫
煙

対
策
の
強
化
）
を
踏
ま
え
、
当
所
は
管
理
・

運
営
す
る
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
を
１
月
か

ら
全
面
禁
煙
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
３

階
大
ホ
ー
ル
利
用
時
に
同
階
ロ
ビ
ー
や
、

１
階
玄
関
前
で
の
喫
煙
を
可
（
分
煙
）
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
、

昨
年
７
月
か
ら
学
校
や
病
院
、
公
共
施
設

は
原
則
敷
地
内
禁
煙
。
今
年
４
月
か
ら
職

場
や
飲
食
店
な
ど
の
多
く
の
人
が
利
用
す

る
施
設
に
お
い
て
、
屋
内
原
則
禁
煙
と
な

る
こ
と
か
ら
、
喫
煙
所
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

当
所
の
昨
年
の
「
秋
の
共
済
・
福
祉
制

度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
対
す
る
会
員
事
業

所
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

福
祉
制
度
で
は
当
初
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
も
皆
さ
ま
の
福
利
厚
生
の
向
上
、

経
営
安
定
の
た
め
、
同
制
度
の
推
進
を
図
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

経
済
セ
ン
タ
ー
全
面
禁
煙

共
済・福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
お
礼

■㈱ＫＡＣＨＩＦＵＫＵ（本所克浩さん、北４条西６丁目９
番地、高知物産販売）

■アライジング㈱（佐藤昇さん、桂町１丁目206‐39、
リフォーム全般・内装改修工事）

■中井電気（中井三郎さん、西富町１丁目４‐６、家電
製品・電気工事・屋内配線）

■㈲ビーカムズ（中野孝弘さん、北進町１丁目12番25
号、広告・出版業）

■北神威（北上雅規さん、寿町３丁目２‐７、皮製品・バッ
グほか販売）

～ご入会ありがとうございます～

新入会員紹介 ［入会日　令和元年10／20～12／19］ 〈北 見 青 色 申 告 会〉 
１月中旬から確定申告にあわせた

記帳税務指導

　令和 2 年分の所得税確定申告から、青色申告特別控除

と基礎控除が変更されます。

　青色申告特別控除額は現行の 65 万円から 55 万円に

減額、基礎控除額は同38万円が48万円に増額されます。

　また、現行の青色申告特別控除の適用要件（複式簿記、

貸借対照表と損益計算書の添付、期限内申告）に加えて、

e-Tax による電子申告または電子帳簿保存を行うと、引き

続き 65 万円控除を受けられます。この場合、基礎控除

を含めると控除額合計は10万円増の113万円となります。

　これらの変更は平成 30 年度の税制改正によるもので

す。10 万円の青色申告所得控除を受けるための要件には

改正はありません。

　詳しくは国税庁ホームページでご確認ください。

令和２年分の所得税確定申告から
65万円の青色申告特別控除の適用要件変更

情 報 Ｂ Ｏ Ｘ
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　㈱勉強屋本部（荒井勉社長）が簡易宿所「ゲストハ
ウス一番街」（２室）を昨年 11 月、中心商店街の自社
ビル（ＮＹビル４階建て）に開設。１室約 10 坪で、バス、
トイレ、キッチン、洗面台、ベッド３台を完備。原則
３人用、料金は１泊 5,000 円（１人増えるごとに 3,000
円増）。既に国内ほか、アメリカ、東南アジアなどから
の利用・予約も。商店街
の活性化を模索する中、
民泊解禁を受けて、マン
ションフロアの空き室を
活用したもの。稼働率を
踏まえて隣接２棟でのゲ
ストハウス拡大構想も。
荒井社長は「北見を拠点
に北見、オホーツクの良
さを堪能してほしい。中
心商店街の活性化のお役
に立てれば」と話してい
ます。

　チーズとワイン
の専門店「へっぽ
こ」。店主の佐々
木 朋 志 さ ん は 東
京・北見でのイタ
リアンなど飲食店
に約20年間勤務
しオホーツク初の
チーズ専門店とし

て平成28年北見じまん村に出店、翌年現在地に移転。
チーズは興部町の農場・工房はじめオホーツク産20
数種類、チーズと相性が良いワインは道東最大級のワ
インセラーにより約300種類を常備。店名の「へっぽ
こ」はその響きが気に入り採用、のちに「ＨＥＰＰＯ
ＣＯ」を語尾から読むと「おこっぺ」になることに気
づいたとか。木を基調にした店内は完全禁煙。客席は
23（宴会最大20人）。料理持ち込み可。同店を基盤と
しつつ、オホーツクを看板にした飲食店の東京出店を
検討中。

　あけましておめでとうございます。会員事
業所の皆様には昨年中、当所事業の運営に対
しご理解・ご協力を賜り、心よりお礼申し上
げます。当所は今年創立 80 年の節目を迎え
ますが、これまでを振り返りつつ、今後も皆
様に寄り添った会員サービスに努めてまいり
ますのでよろしくお願い申しあげます。
　さて、今年は東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会開催の年でもあります。昨年はブレ
イブ・ブロッサムズの大活躍で日本国中がラグビー
フィーバーに沸き、スポーツを通じて得られる一体感
を覚えたのではないでしょうか。
　その流れを継ぐかのように卓球、バドミントンなど
各種目の代表選手選考も熾烈を極め、今後も続々と代
表選手が決まっていき、本番に向けて期待は高まるば
かりです。
　スポーツ観戦がライフワークの身としては今年の
夏、一生に一度しかないこのスポーツの祭典をこの目
で直に見届けたいところです。まだチケットはありま
せんが…。 （スポーツ狂）

【1 月】
◆ 17日 全道商工会議所事務局長会議（札幌）
◆ 20日 女性会１月例会・新年会
◆ 22日 オホーツク産学官融合センター移動相談会（29日）、

軽減税率制度導入後の会計処理実務
◆ 23日 全国商工会議所事務局長研修会（東京）
◆ 27日 三役会、正副会頭と各部会長・委員長との懇談会、

青色記帳指導
◆ 28日 事業承継セミナー・参加者交流会
◆ 29日 サービス業部会
◆ 30日 女性起業家セミナー
◆ 31日 道商連正副会頭・委員長等による政策懇談会・夕食

懇談会（札幌）
【2 月】

◆ ３日 オホーツク産学官融合センター事務局会議
◆ ５日 オホーツク産学官融合センター移動相談会（12・

19・26日）、創業実践セミナー①
◆ ６日 経営計画作成セミナー、創業実践セミナー②、軽減

税率制度の実施に伴う記帳指導
◆ ７日 三役会、北見厳寒の焼肉まつり、北見冬まつり合同

開会式
◆ ９日 珠算検定
◆ 10日 青色記帳指導（19・26日）
◆ 13日 創業者交流会
◆ 18日 経営安定セミナー
◆ 19日 リテールマーケティング（販売士）検定
◆ 20日 日商昼食懇談会・常議員会、2019 年度全国商工会

議所新任役員・議員研修会（東京）
◆ 23日 簿記検定
◆ 25日 三役会、正副会頭と各正副部会長・各正副委員長合

同会議
◆ 26日 ビジネス交流会

衣料品販売・不動産業の㈱勉強屋本部が経営する

ゲストハウス一番街
チーズとワインに特化した禁煙・飲食店

HEPPOCO（へっぽこ）

会員紹介ご希望の事業所は当所総務部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）
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2020年1月16日（隔月発行）

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 今年は当所創立80年、　　
　　東京五輪に期待と一体感

北見市北１条西２丁目８番地　℡ 23-5532 北見市北５条西３丁目７- ８　℡ 26-6333

編
集
後
記


